
フォームを開く
Microsoft Formsのリンク
https://forms.office.com/

フォームを作った人（所有者）
「自分のフォーム」ページに表示されている

フォームを共有してもらった人
「自分と共有されているフォーム」ページに表示されている
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https://forms.office.com/


アンケート結果のダウンロード
応答ページから結果のExcelファイルをダウンロードしてデスクトッ
プ版のExcelで開く
ダウロンードしたファイルは、ダウンロードフォルダにあるのでダ
ブルクリックして開く
 ファイル名の例：スマホに関するアンケート（田中・鈴木・山田・渡辺）(1-42).xlsx
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スマホに関するアンケート（田中・鈴木・山田・渡辺）



回答結果ファイルを開く
ダウンロードしたExcelファイルを開く
まずは自由記述の結果をざっと読んでください
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ピボットテーブル
結果の表（テーブル）の中のセルを1つクリックして選択する
挿入タブーグラフーピボットグラフ▼ーピボットグラフとピボット
テーブルを選択する
ピボットテーブルはデータを集計するための機能
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ピボットテーブルの作成
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何もしないでOKをクリック

新規ワークシートに、上記のような空のピボットテーブルな
どが表示される
ピボットテーブルの枠、ピボットグラフの枠をクリックする
と、右側にフィールドリストが表示される

ピボット
テーブル

ピボット
グラフ

フィールド
リスト



分析作業
以降、自分達のアンケートの結果に読み替えて操作してください

資料中の質問の型式は以下と想定しています

質問1：択一選択肢（2択）
質問2：択一選択肢（3択）
質問3：評価
質問4：テキスト
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ピボットテーブル、グラフのフィールド
以降、自分達のアンケートの結果に読み替えて操作してください
フィールドリストで、質問1と質問2にチェックを入れる
ピボットテーブルの表が自働的に作成される
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質問1と質問2が軸領域に入る



分析① クロス集計

質問1を軸領域、質問2を凡例領
域にドラッグする

フィールドリストから質問1を値
領域にドラッグする

8軸領域 値領域

凡例領域



分析①クロス集計
質問1の総計（iPhone 23, Android 19）
質問2の総計（ドコモ 21, au 11, ソフトバンク10）
質問1と質問2をクロスさせた内訳の数が分かった
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分析②独立性の検定
iPhoneの人はドコモが多いようである

このように機種とキャリアには関連があるのかをチェックする

それをするのが、行項目（機種）と列項目（キャリア）が関係があ
るか、独立かをチェックする独立性の検定というテスト

js-STARというWEB統計ソフトを使う
http://www.kisnet.or.jp/nappa/software/star/index.htm
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http://www.kisnet.or.jp/nappa/software/star/index.htm


分析②独立性の検定
js-STARでｉ×ｊ表（カイ二乗検定）をクリック
行数と列数を設定する
 以下の場合行数はiPhoneとAndoroidで 2
 列数はau, ソフトバンク, ドコモで 3

js-STARにピボットテーブルのクロス表の個数を
入力して「計算」をクリック
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分析②独立性の検定
結果画面をスクロールアップする
赤枠のところを見る
結果

 p<.05（pが0.05未満）なら、行と列は独立
でない（=関係がある）
機種によってどこかのキャリアが多い（もし
くは、少ない）
 iPhoneはドコモが多いと結論できる

 nsや .05<p<.10の場合は、行と列は独立（＝
関係がない）
機種とキャリアに関係はない
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, p<.01



分析②独立性の検定
js-STARの結果をコピーする

Excelで新しいシートを作成
し、そこに貼り付ける
 Sheet3になっているはず
シートの並び順はどうでもよい
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分析③平均値の差の検定
機種別の満足度の平均の違いを知りたい
もしくは、キャリア別の満足度の平均の違いを知りたい
今回は質問1と質問2のうち、選択肢の数が少ない方を使う

再度、Sheet1に戻る。結果の表（テーブル）の中のセルを1つク
リックして選択する

挿入タブーグラフーピボットグラフ▼ーピボットグラフとピボッ
トテーブルを選択する

そのままOK
 Sheet4に空のピボットテーブルができる 14



分析③平均値の差の検定
質問1と質問2で、選択肢数の少ない方を
使う
この例では機種数が選択肢2個なので、質問1を
使う

フィールドリストで質問1を軸領域に質
問4を値領域にドラッグする
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分析③平均値の差の検定
Android 65，iPhone 94とは何だ？
フィールドリストの「値」領域を見ると「合計」になっている
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分析③平均値の差の検定
合計を見ても意味が無いので、値領域のフィールド名を右クリックして「値フィールドの設定」
をクリック

「平均」を選択してOK → 機種別の平均が集計された

17iPhoneユーザーの方が満足度が高い！



桁数を変更する
小数点以下が多いと見にくいので、小数点第2位までの表示にする
ピボットテーブルの平均のセルを選択した状態で、ホームタブー小
数点以下の表示桁数を減らすボタンを数回クリック
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分析③平均値の差の検定
しかしAndroidユーザーの平均は3.42、iPhoneユーザーの平均は
4.09。その差は0.67。この差って大きいのだろうか？
それともそんなに大きくなくて、機種ごとの満足度には大して違いはない、と
結論するべきなのだろうか？

それに結論を出すのが、平均値の差の検定というもの

Excelにデータ分析ツールというアドインをインストールすると、
簡単に実行できる
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満足度の違いは、意味が有るものか？
Androidユーザーの満足度は3.42、iPhoneユーザーの満足度は.4.09だっ
た
これは回答した42人の結果で、また別な人達が回答したら結果は変わるだ
ろう
ただ、別な人達にアンケートすることはもうできない…

そこで3.42と4.09が十分離れているかどうかをExcelでチェックする
これを「検定」という
十分離れていたら、別な人達が回答したとしても、iPhoneの方が満足度が高いと結論
できる！！
十分離れていなかったら、3.42と4.09の違いは大きくなく、AndroidとiPhoneのユー
ザーの満足度の差は、意味あるほどの差ではないと結論する

Excelにデータ分析ツールというアドインをインストールすると、簡単に
実行できる
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データ分析ツールのインストール
データ分析ツールをExcelにインストールする
ファイルタブをクリック
オプションをクリック
アドインを選んで「設定」をクリック
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データ分析ツールのインストール
分析ツールにチェックを入れてOK

データタブの右端に「データ分析」が表示される

表示されない場合は、Excelを上書き保存してから終了し、
再起動すると表示されることが多い
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選択肢が2つの場合（3つ以上の場合は後ろのスライドへ）
択一質問の列を並び替える
いまは回答順に並んでいる
1行目のセル横の▼を
クリックして昇順を選ぶ

23



質問1の選択肢が2つの場合
データタブーデータ分析ツールをクリック
t検定: 分散が等しくないと仮定した2標本による検定を選んでOK
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質問1の選択肢が2つの場合
「変数1の入力範囲」にAndroidと表示されている範囲の横の、質問4の満足度の
数値の範囲を選択する

25



質問1の選択肢が2つの場合
「変数2の入力範囲」にiPhoneと表示されている範囲の横の、質問4の満足度の
数値の範囲を選択して、OK
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平均値の差の検定
これはAndoroidとiPhoneユーザーという2集団の平均値の差の検定
を行ったという
検定の結果新しいシートに表示される
A列とB列の境界をダブルクリックして、A列の幅を調整する
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平均値の差の検定の結果
P（T<-t）両側の値をチェックする
0.05より小さい場合：2集団の平均値は有意に離れている
→ 結論：どちらかのユーザーの満足度は、もう一方の集団の満足度
より有意に高い
0.05より大きい場合：2集団の平均値は意味があるほど離れてない
→ 結論：Androidユーザーの満足度とiPhoneユーザーの満足度はほ
ぼ同じ
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この例ではPの値は0.024055だった
結論：
iPhoneユーザーの満足度（4.09）は
Androidユーザーの満足度（3.42）
より有意に高い！



分析②’ 質問1か2の少ない方の選択肢が3つ以上の場合
選択肢が3つ以上の質問を昇順で並び替える
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選択肢が3つ以上の場合
新しいシートを追加する
左下の＋をクリックして、新しいシートを追加

選択肢が3つ以上質問の回答をすべて
選択してコピーする
新しいシートのA2セルに貼り付ける
同様に質問4の回答をすべてコピーして
新しいシートのB2セルに貼り付ける
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選択肢が3つ以上の場合
以下のように回答を並び替える
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移動したい範囲を選択する
外枠の上をにカーソルを載せ
ると十字カーソルになる
そのままドラッグ

1行目に選択肢を書く



分析ツール

データタブー分析ツールー分散分析：一元配置を選択してOK
入力範囲に並び替えた範囲を選択
「先頭行をラベルとして使用」をチェックしてOK
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一元配置の分散分析の結果
新しいシートに結果が表示される
P-値の値をチェックする
0.05より小さい場合：選択肢間の差は、有意に大きい！
0.05より大きい場合：選択肢間の差は、意味有るほど大きくない
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この例ではP-値は0.088362だった
結論：
3つのキャリアごとの満足度の差は、
意味有るほど大きくない！
満足度に違いは無い



分析④テキストマイニング
質問4の回答を全部選択してコピーする
1行目の質問文は含めない
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テキストマイニング
以下のページに行く
AIテキストマイニング by 
ユーザーローカル
https://textmining.userlocal.
jp/

コピーした自由記述の回
答を、フォーム入力の枠に
貼り付ける
テキストマイニングする
をクリック
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https://textmining.userlocal.jp/


ワードクラウド
スコアが高い単語をAIが選び出し、出現回数に応じた大きさで図示

単語の色は品詞の種類で異なっており、青色が名詞、赤色が動
詞、緑色が形容詞、灰色が感動詞
PNG画像ダウンロードをクリック
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ワードクラウドの貼り付け
新しいシートを追加
挿入タブー図ー画像をクリック
ダウンロードフォルダの、ワードクラウドのPNG画像を選択して挿
入
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ダウンロード

ダウンロード



ワードクラウドの貼り付け
新しいシートに画像が貼り付けられた
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ファイルの保存
ファイルタブー名前を付けて保存
ドキュメントー情報リテラシーフォルダを選択
氏名ー○○のアンケート（名字）.xlsx、と氏名を先頭に付けて保存
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保存したファイルの提出
一般チャネルー課題タブー第10回課題を開く
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「このデバイスからアップロード」をク
リックし、情報リテラシーフォルダに保
存したエクセルファイルを選択する



保存したファイルの提出
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